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1/27 チームが一丸となり、大きく躍進
～熊日郡市対抗女子駅伝で躍進賞を獲得～

▶
荒
尾
市
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
。
さ
ら
な

る
記
録
の
更
新
に
期
待
が
持
て
ま
す

　熊本市中央区のびぷれす熊日会館を発着とす
る、熊日郡市対抗女子駅伝に出場した荒尾市チー
ムが、躍進賞を獲得しました。強豪ぞろいの 19
郡市が競い合う中、昨年の記録を4分 27秒縮め、
昨年から 5つ順位を上げ 12 位となりました。
　熊

くまざわ

澤正
まさひろ

博監督は、「高校生 3人が厳しい区間を
走り抜き、チームを引っ張ってくれた。選手の
力が上がってきている。受賞を励みに、さらに
上の順位を目指したい」と選手の奮闘をたたえ、
さらなる躍進を決意しました。

1/28 新たな雇用創出の機会へとつなげる
～事業所新設の立地協定調印式～

　コールセンターの業務などを行っている株式
会社マックスサポート（本社：鳥取県米子市）
が、荒尾市大島にコールセンターを新設するこ
ととなり、村

む ら い

井県新産業振興局長立ち会いのも
と、市と進出協定を締結しました。ことし 3 月
からの操業開始を予定しています。市役所で行っ
た調印式で、同社の平

ひ ら い

井社長は、「これまでの経
験を生かして、地域に根差した事業所にしたい」
とあいさつをし、浅田市長は「地域活性化につ
なげたい」とあいさつしました。

▶
調
印
式
で
握
手
す
る
浅
田
市
長
（
右
）、

平
井
社
長
（
中
）、
村
井
局
長
（
左
）

1/10 視覚障がい者への支援を継続
～朗読サークルが厚生労働大臣表彰を受賞～

▶
代
表
の
本
村
さ
ん
（
右
）、
安
田
さ
ん

（
中
）、
瀬せ
と戸
さ
ん
（
左
）

　広報あらおや新聞などを朗読し、視覚障がい
のある人へ声で伝える活動を 34 年にわたって
行っている「朗読サークルあらお」が厚生労働
大臣から表彰を受けました。
　浅田市長から表彰状と記念品を伝達された
本
ほんむら

村さんは、「必要としている人の利用が増えて
ほしい」と話しました。設立当初から参加して
いる安

や す だ

田さんは、「何も無いところからのスター
トで大変でしたが、これからも続けたい」と話し、
今後の活動への意欲を見せました。

荒尾の宝を守りつなぐ
～宮崎兄弟の生家と万田坑で防火訓練～

▶
勢
い
良
く
放
水
。
実
際
の
火
事
を
想
定

し
た
緊
迫
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

　1949（昭和 24）年 1 月 26 日に法隆寺金堂
壁画が火災により焼損したことから、毎年 1 月
26 日は文化財防火デーに定められ、全国的に文
化財防火運動が行われています。万田坑と宮崎
兄弟の生家施設でも、荒尾消防署の協力を得て、
通報・初期消火・避難誘導などの防火訓練を行
いました。貴重な文化財を後世に継承するため、
日頃の予防や点検を心がけることをはじめ、落
ち着いて全体を見渡して判断し行動することの
大切さを再確認しました。

1/21・251/31 世界大会への出場を市長へ報告
～バレーボールで日本代表として出場～

　昨年 9 月に行われたスペシャルオリンピック
ス日本夏季ナショナルゲーム・愛知に出場し、
バレーボール競技で優勝に貢献した江

え ざ き

崎さんが、
世界大会に出場することとなり、市長に報告し
ました。江崎さんは、「サーブとレシーブをうま
くできるよう頑張りたい」と話し、浅田市長は
「日本代表での出場は、貴重な経験です。楽しん
でプレーして」とエールを送りました。
　世界大会は、3 月 14 日から 21 日までアラブ
首長国連邦の首都アブダビで行われます。

▶
世
界
大
会
で
の
優
勝
に
向
け
て
意
気
込

み
を
話
し
て
く
れ
た
江
崎
さ
ん
（
左
）

2/6 将来を担う子どもたちのために
～子ども未来基金への寄附感謝状を贈呈～

▶
今
年
度
は
、
中
学
生
の
英
語
検
定
受
験

料
に
基
金
を
活
用
し
ま
し
た

　子どもたちが地域の中で健やかに育ち、次世
代を担う人材として成長することに役立てる事
業を推進する「荒尾市子ども未来基金」に対し、
宮
みやもと

本孝
こういち

一さんから300万円の寄附がありました。
宮本さんは、「お金、人、道具の使い方で、まち
も企業も人も良くなる。将来を担う子どもたち
のために活用して欲しい」と、寄附に至った思
いを話しました。
　浅田市長は寄附感謝状を贈呈し、感謝の意を
伝えました。
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